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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 4月 12日 (2007.4.12)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 更 に 、 内 輪 は 、 二 つ で 、 そ の 中 間 に が あ る の で 、 車 軸 が 荷 重 に よ る 撓 み を 発 生 し な
が ら 回 転 し て い る 時 に 、 軸 受 と 嵌 め 合 う 処 の 車 軸 の 表 面 は 、 内 輪 の 内 径 面 の 面 取 接 点 部 と
の 軸 方 向 の 微 小 摺 動 に よ る フ レ ッ チ ン グ 傷 の 発 生 の 可 能 性 が あ る （ 図 ６ に 丸 印 で 示 す ２ 箇
所 ） 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ る 本 発 明 の 車 軸 用 組 合 せ 転 が り 軸 受 は 、 こ ろ 端 面 と 内 ・ 外 輪 又 は 鍔
輪 の 鍔 面 と の 接 触 部 に は 、 ア キ シ ア ル 荷 重 を 負 荷 し な け れ ば な ら な い 従 来 の 鉄 道 車 両 車 軸
用 円 筒 こ ろ 軸 受 と は 違 っ て 、 合 成 荷 重 を 負 荷 し た 時 に 両 側 列 の 円 筒 こ ろ の 両 端 面 は 、 内 輪
或 は 外 輪 の ど っ ち の 鍔 面 と 接 触 し な い こ と に よ り 、 両 側 列 の 円 筒 こ ろ は 、 単 に ラ ジ ア ル 荷
重 だ け を 負 荷 し 、 中 央 列 の 玉 或 は 、 三 点 或 は 四 点 接 触 の 玉 は 、 ラ ジ ア ル 荷 重 を も 負 荷 し な
が ら 、 主 に 、 ア キ シ ア ル 荷 重 を 負 荷 す る 。 こ の 為 、 ア キ シ ア ル 荷 重 に よ る こ ろ の テ イ ル ト
（ Ｔ ｉ ｌ ｔ ） が な く な り 、 こ の に よ る 内 ・ 外 輪 軌 道 面 の

は 、 発 生 し な い し 、 内 ・ 外 輪 又 は 鍔 輪 の 鍔 焼 き も 、 発 生 す る 心 配 は な い 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 車 軸 用 組 合 せ 転 が り 軸 受 は 、 上 述 の 様 に 構 成 さ れ て 作 用 す る 為 、 内 ・ 外 輪 及 び
鍔 輪 の 鍔 面 と 、 こ ろ 両 端 面 と の の 耐 焼 付 き 性 が 飛 躍 的 に 向 上 で き る 。 而 も 、 運 転 時
に 軸 受 と 嵌 め 合 う 処 の 車 軸 表 面 は 、 内 輪 内 径 面 の 面 取 接 点 部 と の 軸 方 向 の 微 小 摺 動 に よ る

間 座

モ ー メ ン ト モ ー メ ン ト エ ッ ジ ロ ー
ド

当 接 部



フ レ ッ チ ン グ 傷 の 発 生 も 十 分 に 抑 制 で き る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 両 側 列 の 円 筒 こ ろ ６ は 、 ア キ シ ア ル 荷 重 を 負 荷 し な い こ と に よ り 、 ア キ シ ア ル 荷 重 に よ
る こ ろ の テ イ ル ト （ Ｔ ｉ ｌ ｔ ） が な く な り 、 こ の に よ る 内 ・ 外 輪 軌
道 面 の は 、 発 生 し な い し 、 内 ・ 外 輪 又 は 鍔 輪 の 鍔 焼 き も 発 生 す る 心 配 は な い
。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 両 側 列 の 円 筒 こ ろ ６ は 、 ア キ シ ア ル 荷 重 を 負 荷 し な い こ と に よ り 、 ア キ シ ア ル 荷 重 に よ
る こ ろ の テ イ ル ト （ Ｔ ｉ ｌ ｔ ） が な く な り 、 こ の に よ る 内 ・ 外 輪 軌
道 面 の は 、 発 生 し な い し 、 内 ・ 外 輪 又 は 鍔 輪 の 鍔 焼 き も 発 生 す る 心 配 は な い
。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ １ 】
　 両 側 列 の 円 筒 こ ろ ６ は 、 ア キ シ ア ル 荷 重 を 負 荷 し な い こ と に よ り 、 ア キ シ ア ル 荷 重 に よ
る こ ろ の テ イ ル ト （ Ｔ ｉ ｌ ｔ ） が な く な り 、 こ の に よ る 内 ・ 外 輪 軌
道 面 の は 、 発 生 し な い し 、 内 ・ 外 輪 又 は 鍔 輪 の 鍔 焼 き も 発 生 す る 心 配 は な い
。

(2) JP 2005-308026 A5 2007.6.7

モ ー メ ン ト モ ー メ ン ト
エ ッ ジ ロ ー ド

モ ー メ ン ト モ ー メ ン ト
エ ッ ジ ロ ー ド

モ ー メ ン ト モ ー メ ン ト
エ ッ ジ ロ ー ド


	header
	written-amendment

